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中期経営方針の策定と新コーポレートロゴの制定に関して  

 
株式会社ラックランド（本社：東京都新宿区 代表取締役社長：望月圭一郎）は、中期経営方針の

策定および新コーポレートロゴの制定を致しました。時代と環境変化に伴い、お客様が求められるサ

ービスの次元が変わってきております。当社としては、創業以来約３８年間、商空間の企画制作会社

として培ってきた現場力の更なる進化と我々の持つ力を注力すべき方向性を定め、企業活動に邁進し

てまいります。またこの中期経営方針の策定に伴い、我々の目指すべきミッション、企業ビジョン、

事業活動、ソリューションを明確に再定義する中で、我々の想いを表し、社員一同、その下に集える

コーポレートロゴを制定いたしましたのでお知らせいたします。 
ここに本日を第二創業と定め、次世代のラックランドに向けた取り組みを開始致します。 

 
１．中期経営方針の概要 
 ラックランドは商空間の企画制作会社として培ってきた現場力の更なる強化を促進することに加

え、以下の分野に対しより積極的に取り組んでまいります。 
（1）「商業施設制作に向けて企画段階からの積極的な取組みと建築設備分野、内装監理業務への参入」

（2）「店舗メンテナンスサービスの強化とライフサイクルコスト削減への取り組み」 
（3）「企画提案力の強化とブランド化」 
（4）「温暖化ガス削減と省エネルギー化を実現する企画提案・設計・施工・保守サービスの実現」 
 
２．新コーポレートロゴの概要 
「商空間」を現す立方体に、ラックランド[ LUCKLAND ]の頭文字の「L」を２つ組み合わせ、弊

社の先人たちが築き上げた理念、経験、実積、総合力、信頼の上に、先人からバトンタッチした我々

の新ステージ創造への向上心、チャレンジ精神、成長力、先進性を示します。従来の二次元から 
三次元へ進化させることにより、我々自身が次元を超え、進化していくことを表しています。 
※１、２の詳細に関しましては、添付資料をご覧ください。 
 
３．今後の業績に与える影響について 
本件による通期業績に与える影響は、現時点において未定であります。業績に与える影響に付きま

しては確定次第、開示いたします。 
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